
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

プーフェンドルフの「ドイツ帝國政情論」について

小林, 榮三郎

https://doi.org/10.15017/2340960

出版情報：史淵. 19, pp.23-50, 1938-12-10. 九州帝国大学法文学部
バージョン：
権利関係：



十
七
世
紀
の
自
然
法
學
若
を
し
て
著
名
な
”
フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
（
聾
目
巨
。
］
封
。
邑
團
嚴
且
。
鳥
）
晨
篭
ｌ
晨
龍
）
が
未
だ

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
少
壯
教
授
た
り
し
一
六
六
七
年
夏
、
モ
ン
ッ
ア
ン
バ
ー
ノ
（
言
。
冒
曽
目
宮
口
○
）
な
る
陵
名
の
下
に
、

出
版
地
も
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
這
詐
っ
て
蜜
は
ヘ
ー
グ
か
島
發
村
し
た
そ
の
「
ド
イ
ツ
帝
剛
政
怖
術
」
８
の
の
冨
冒
目
℃
の
農
９
儲
‐

日
自
目
）
（
一
）
は
、
忽
ち
に
し
て
ド
イ
ツ
朝
野
に
一
大
セ
ン
セ
イ
シ
ョ
ン
を
捲
起
し
、
稀
に
見
る
爽
行
を
示
し
に
、
こ
い
は

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
似
政
悩
諭
」
に
つ
い
て
一
三

I

フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
ィ
ッ
ー
帝
國
政
情
論
」
に
っ

。

一
、
序
言

二
、
「
諸
邦
の
自
由
」
湘

三
、
統
合
要
望
ざ
君
主

川
、
諸
邦
成
立
の
ｎ
噸

五
、
結
論

「
諸
邦
の
自
由
」
槻
・
異
説

統
合
要
望
ざ
君
主
政
髄

１
１
１

』

、
１
Ｊノ

林
榮
三 ､，

て
／

郎

’



｜
’

ｐ

フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
叫
政
怯
飾
」
に
つ
い
て
二
川

れ
る
。
（
二
）
同
年
既
に
猟
諦
諜
の
川
現
を
見
、
二
年
後
の
三
ハ
六
九
年
に
は
佛
諜
が
、
更
に
ニ
ハ
九
六
年
に
爽
諜
、
一
七

○
六
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
柵
課
が
現
れ
て
ゐ
る
。
戸
一
ラ
ラ
テ
ン
識
原
版
の
刊
行
も
ま
た
多
く
の
書
砕
の
競
っ
て
企
て
る
ど
こ

一
？
こ
な
り
、
一
七
三
四
年
ま
で
に
十
八
繩
の
多
言
に
上
つ
迄
こ
い
ふ
。
（
四
）
以
て
本
書
の
轄
仙
今
笹
う
か
が
ふ
に
雄
る
で
あ

ら
う
。
い
ば
ゆ
る
妓
経
版
（
の
旦
冨
○
も
○
ｍ
目
冒
幽
）
の
澗
諜
新
ド
ー
フ
ェ
（
国
①
冒
凰
◎
ず
ロ
。
ぐ
⑦
）
の
一
言
笹
雑
れ
ぱ
、
陪
夜
の
稻

斐
の
如
く
現
れ
て
、
ド
イ
ツ
帝
叫
の
將
に
赴
か
ん
と
す
る
深
淵
を
眩
し
・
言
ま
で
に
照
し
出
し
逗
五
）
こ
の
モ
ン
ッ
ア
ン
バ

ー
ノ
な
る
人
物
の
旺
艘
如
何
は
、
仙
人
の
異
常
な
る
興
味
を
惹
い
た
が
、
こ
れ
が
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
う
な
る
こ
さ
を
指
摘

し
た
者
も
、
初
版
の
川
て
冊
も
塀
い
ニ
ハ
六
七
年
九
月
に
既
に
存
在
し
仁
さ
い
は
れ
る
。
（
六
）
し
か
し
柑
初
は
か
の
ド
イ

ツ
法
史
の
椛
威
コ
ン
リ
ン
グ
（
。
。
昌
侭
）
、
ま
た
は
さ
き
に
マ
イ
ン
ッ
選
帝
侯
に
仕
へ
て
ド
イ
ツ
帝
閏
政
界
に
辣
腕
を

遜
は
れ
た
ポ
ィ
ネ
ブ
ル
ク
ｓ
ｏ
言
の
宮
『
ぬ
）
な
》
と
の
春
名
の
士
に
こ
れ
を
擬
す
る
者
が
多
く
、
・
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
が
眞
の

筆
者
で
あ
る
こ
さ
は
、
後
に
至
っ
て
次
節
に
世
人
の
知
る
ご
こ
↓
つ
ゞ
こ
な
っ
に
の
で
あ
る
が
、
彼
自
身
は
死
に
至
る
ま
で
こ

．
、
を
否
定
し
、
し
か
も
一
方
で
は
密
か
に
蚊
経
版
の
草
稿
を
準
備
し
、
そ
の
硬
後
こ
れ
が
彼
の
本
名
を
以
て
公
表
さ
れ
に

二
Ｅ
に
よ
っ
て
、
こ
典
に
ば
じ
め
て
そ
の
杵
述
な
る
こ
、
こ
は
確
定
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
（
七
）

も

エ
ー
ル
ト
マ
ン
ス
デ
ル
フ
ァ
ー
（
目
圓
目
“
身
罵
壗
）
は
既
に
そ
の
二
六
叫
八
’
一
七
川
○
年
の
ド
イ
ツ
史
」
に

お
い
て
、
こ
の
「
ド
イ
ツ
帝
阿
政
怖
諭
」
を
指
し
て
、
「
ル
ッ
タ
ー
の
書
『
ド
イ
ツ
剛
氏
の
キ
リ
ス
ト
教
的
蛍
族
に
告
ぐ
』

以
来
、
ド
イ
ツ
政
術
界
に
お
け
る
蚊
も
光
輝
あ
る
作
口
凹
さ
ま
で
絶
讃
し
仁
。
（
八
）
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
（
弓
風
§
］
】
一
応
。
）
も

合

土
長
そ
の
一
．
ザ
ー
ム
ェ
ル
．
。
フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
，
一
に
お
い
て
、
こ
れ
を
「
同
時
代
の
ド
イ
ツ
帝
閏
政
術
界
に
お
け
る
一

I

一



切
の
祥
書
を
し
て
光
り
産
失
は
し
む
る
輝
か
し
き
作
口
四
一
」
孵
し
て
ゐ
る
が
、
（
九
）
少
く
↓
己
も
こ
れ
が
常
時
の
政
流
的
著

作
ざ
し
て
節
一
流
に
蹄
す
る
こ
さ
は
、
今
日
何
人
も
異
術
が
な
い
で
あ
ら
う
。
殊
に
そ
れ
が
術
時
の
ド
イ
ツ
帝
閏
を
桁
し

て
「
不
規
則
に
し
て
怪
物
に
も
似
た
る
或
る
組
織
燈
」
（
胃
①
唱
冒
①
農
名
＆
８
『
冒
切
の
計
目
○
ご
胃
○
切
目
号
）
↑
十
）
ご
断

じ
た
こ
こ
は
蚊
も
有
名
で
あ
っ
て
、
凡
そ
三
十
年
戦
役
末
年
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ヤ
條
約
以
來
の
ド
イ
ツ
を
取
扱
っ
た
殆

ざ
あ
ら
ゆ
る
史
書
に
見
る
こ
こ
が
川
來
る
。
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
よ
れ
ば
、
柑
時
の
ド
イ
ツ
帝
間
は
、
皇
帝
は
あ
れ
ざ

■

も
そ
の
椛
力
は
お
ほ
む
、
勉
諦
邦
に
移
っ
て
軍
に
往
古
の
箔
主
政
侭
の
名
鍵
り
を
ざ
ご
む
る
に
過
ぎ
ず
、
さ
れ
ば
、
己
て
或
る

者
の
い
ふ
が
如
く
民
主
政
罷
で
は
さ
ら
に
な
く
、
ま
た
ヒ
ッ
ポ
リ
ト
ウ
ス
。
ア
・
ラ
ピ
デ
（
閏
弓
。
胃
冒
の
画
冒
冨
号
）

０

句

が
そ
の
「
わ
が
ロ
ー
マ
・
ド
イ
ツ
帝
剛
に
お
け
る
幽
是
を
術
す
」
（
目
の
の
①
凰
昌
○
号
穏
昌
○
口
。
の
菌
日
の
目
旨
昌
⑦
己
○
国
。
ｍ
‐

■
●
早

耳
。
詞
。
日
目
Ｃ
Ｏ
①
旬
日
画
昌
８
）
（
一
六
四
○
年
刊
）
に
お
い
て
力
流
し
に
や
う
な
蛍
族
政
慨
で
も
な
い
。
更
に
ま
た
多
く
の

法
學
者
の
説
く
が
如
く
上
記
剛
政
慨
の
混
合
で
も
な
く
、
そ
れ
は
一
同
脱
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
に
複
数
叫
家
の
一
総
系
」

β

（
遇
吻
冨
目
四
瓦
胃
冒
旨
・
富
国
日
日
守
８
９
の
。
⑦
恩
日
冒
）
即
ち
叫
家
聯
合
に
蚊
も
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
純
然
た
る
そ
れ

で
も
な
く
、
丘
の
閏
家
聯
介
ご
炭
の
瀦
主
政
髄
さ
の
中
冊
的
存
在
で
あ
っ
て
、
こ
れ
即
ち
不
規
則
剛
家
母
」
稲
す
る
所
以
で

あ
る
さ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
十
一
）
こ
の
い
ば
ゆ
る
怪
物
術
に
つ
い
て
は
、
川
版
直
後
か
ら
幾
多
の
膜
對
術
を
生
み
、
そ
の

後
も
多
く
の
人
糞
に
よ
っ
て
諏
糞
の
耐
難
を
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
自
牙
も
後
の
版
に
お
い
て
は
「
怪

物
」
の
語
を
緩
和
し
、
柊
に
は
全
く
こ
れ
を
削
除
す
る
に
至
っ
た
が
、
不
胤
則
凹
家
の
税
は
妓
後
ま
で
堅
持
し
て
柾
げ
な

か
つ
に
。
（
十
二
〕
し
か
し
こ
の
不
規
則
剛
家
荊
も
畢
党
〈
か
の
ボ
グ
ン
目
８
首
）
の
流
れ
を
汲
む
主
椛
概
念
の
餘
・
リ
に
も
杓

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
ィ
ヅ
帝
州
政
怖
向
」
に
つ
い
て
一
・
爪

1

1

＃



」

I

〆

！

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
叫
此
愉
諭
‐
一
に
つ
い
て
・
工
〈

子
定
規
的
適
用
に
よ
２
Ｌ
、
剛
家
聯
合
ａ
冨
胃
⑦
己
冒
且
）
の
み
を
知
２
Ｌ
未
だ
聯
邦
（
團
且
。
ｍ
の
冨
呉
）
な
る
も
の
‐
入
存
在

し
得
る
こ
↑
己
に
想
到
し
な
か
っ
た
が
た
め
で
あ
る
こ
さ
は
、
醜
に
ブ
レ
ス
ラ
ー
ワ
（
犀
⑦
”
の
冒
一
）
、
マ
ィ
ネ
ッ
ヶ
（
宮
呂
嘗
①
。
富
）

等
の
ひ
、
こ
し
く
指
摘
せ
る
、
己
こ
ろ
で
あ
る
。
《
十
三
）

し
か
し
な
が
ら
本
稲
に
お
い
て
私
は
、
か
」
る
怪
物
流
あ
る
ひ
は
不
規
川
剛
家
読
の
是
非
を
更
め
て
諭
じ
よ
う
さ
す
る

も
の
で
は
な
い
。
私
が
こ
比
に
特
に
老
へ
た
い
ざ
忠
ふ
の
は
、
ド
イ
ツ
諦
邦
い
自
主
椎
即
ち
い
は
ゆ
る
「
諦
邦
の
自
山
」

な
る
も
の
に
對
す
る
。
フ
ー
プ
エ
ン
ド
ル
フ
の
態
度
に
つ
い
て
ご
あ
る
。
け
だ
し
》
」
の
鮎
に
つ
い
て
浦
史
家
の
兄
解
は
必
ず

し
も
一
致
せ
ず
、
否
む
し
ろ
相
柑
大
な
る
懸
陥
を
生
じ
て
ゐ
る
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
ド
イ
ツ
諦

邦
の
自
由
な
る
も
の
は
、
い
は
ゆ
る
ド
イ
ツ
的
自
山
の
理
念
ご
結
ん
で
、
ひ
《
こ
・
り
十
七
祉
紀
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
十
八

世
紀
否
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
も
、
ド
イ
ツ
剛
家
組
織
及
び
閥
民
意
識
の
發
鵬
に
坐
や
け
る
圭
要
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
今
モ
ン
ッ
ア
ン
バ
ー
ノ
の
「
諦
邦
の
自
由
」
観
を
焼
る
こ
れ
ら
諦
家
の
説
を
紹
介
し
て
、
些
か
所
見

を
述
べ
る
こ
さ
は
、
単
な
る
詮
索
的
論
議
を
超
え
て
歴
史
的
主
流
い
《
一
端
に
辿
な
り
得
る
で
あ
ら
う
。
↑
Ｌ
哩
私
の
不
敏
な

る
、
あ
る
ひ
は
判
断
に
際
し
て
不
測
の
過
狭
な
苔
を
保
し
難
く
、
切
に
大
方
の
御
批
判
写
」
御
教
示
ざ
を
浦
ふ
次
節
で
ぁ

一
一

シ
エ
ー
フ
ア
ー
ａ
３
鴛
閏
）
は
そ
の
「
ド
イ
ツ
史
」
節
二
巻
に
お
い
て
い
ふ
、
ヌ
ィ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
教
授
に
し
て
、

後
に
ス
エ
ー
デ
ン
の
、
次
で
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
編
史
官
、
こ
な
っ
た
ザ
ー
ム
ェ
ル
・
・
フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
を
は
じ
油
ご

づ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
０
●
０
曲

、

1



し
て
ゞ
図
法
學
者
逹
は
皇
帝
の
椛
力
に
比
し
て
諸
侯
の
そ
れ
を
本
源
的
な
り
、
こ
す
る
解
澤
（
ａ
⑦
シ
●
巨
騨
“
切
目
ぬ
く
。
ご
号
獄

ご
Ｈ
”
胃
旨
怪
。
嶌
農
号
昌
目
号
の
言
胃
胃
胃
冒
鴨
嘱
昌
胃
制
号
埼
冨
胃
門
胃
胃
昌
。
①
言
画
ｇ
を
冊
も
な
く
杵
及
せ
し
め
に
」

ざ
。
（
十
四
）
こ
・
入
に
瓦
ン
エ
ー
フ
ア
、
‐
の
い
ふ
ヌ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
教
授
」
時
代
の
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
「
解
灘
」
、
己
は

即
ち
主
客
」
し
て
モ
ン
ッ
ア
ン
雫
ハ
！
‐
ノ
の
そ
れ
を
指
す
も
の
ご
老
へ
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
然
、
り
ぎ
」
す
れ
ば
そ
の
「
僻

●

稗
」
な
る
も
の
は
、
シ
エ
ー
フ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
樅
に
對
し
て
謝
侯
樅
の
歴
史
的
根
擦
性
笹
是
認
し
、
か
く
て
「
諸

邦
の
自
山
」
に
左
祖
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ご
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
リ
ン
ド
ナ
ー
（
巨
且
ご
胃
）
も
そ
の
「
仙
界
史
」
節

七
巻
矩
お
い
て
モ
ン
ッ
ア
ン
バ
ー
ノ
に
言
及
し
、
次
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。
「
・
フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
も
ま
た
、
上
方
に

向
っ
て
の
完
全
な
る
主
椛
は
諭
侯
に
師
脇
す
る
。
己
い
ふ
非
歴
史
的
な
思
想
か
ら
肌
發
し
て
．
（
呂
攪
。
胃
旦
く
○
国
号
日
屋
？

１

冨
吻
８
鳥
。
胃
冒
⑦
。
ｇ
鼻
ｇ
〕
烏
い
い
号
旨
冒
吊
冨
国
昌
①
ご
昌
①
ｇ
こ
く
⑦
愚
凰
昏
冒
呂
。
胃
ご
睡
巳
８
日
目
①
）
、
大
邦
使
節
の

常
設
的
参
事
念
を
皇
帝
の
側
ら
に
設
立
す
る
↑
己
い
ふ
提
案
を
な
し
得
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
さ
。
｛
十
江
）
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル

フ
自
ら
も
ま
た
、
か
つ
て
モ
ン
ッ
ア
ン
寺
ハ
ー
フ
ノ
に
淵
す
る
諸
諏
の
術
難
攻
撃
に
對
し
一
Ｌ
、
「
諸
邦
の
自
山
（
号
⑦
啼
冨
”
９
‐

ｇ
日
日
〕
）
、
迫
新
教
ざ
が
ド
イ
ツ
内
に
碓
乎
こ
し
て
存
立
す
る
限
、
り
、
モ
ン
ッ
ア
ン
ゞ
ハ
ー
‐
シ
／
に
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
何
ら
か

の
地
位
が
礎
さ
れ
る
で
あ
ら
う
」
ご
い
っ
た
、
こ
い
ふ
。
（
十
八
）
果
し
て
然
・
り
ぐ
」
す
れ
ば
、
、
ン
エ
ー
フ
ァ
ー
、
リ
ン
ド
ナ
ー
の

グ

解
樺
は
こ
比
に
極
め
て
有
力
な
る
裏
書
き
を
織
る
も
の
Ａ
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ヘ
ル
ッ
レ
（
国
ｑ
匡
の
）
は
そ
の

「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
以
前
の
古
ゲ
ル
マ
ン
的
自
曲
の
理
念
」
に
お
い
て
い
ふ
、
「
ド
イ
ツ
的
自
由
（
ａ
⑦
号
具
伽
呂
①
国
學

胃
ｓ
は
、
皇
帝
と
帝
悩
、
こ
に
拮
抗
し
て
排
談
す
べ
き
財
喪
で
は
な
い
。
帝
幽
の
外
部
で
は
そ
の
自
山
の
敵
逹
が
待
椛
へ

フ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
剛
政
術
諭
」
に
つ
竺
Ｌ
二
七

⑭

I
F



’

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
Ⅸ
イ
ッ
帝
剛
政
怖
諭
」
に
つ
い
て
二
八

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
は
、
諦
邦
の
自
山
に
對
し
て
も
ま
に
反
對
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
つ

に
、
け
だ
し
そ
れ
ら
の
諦
邦
は
以
前
の
君
主
政
慨
を
殺
し
た
こ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
命
。
の
冨
且
弔
具
Ｃ
ａ
日
帛
呂
号

函
①
西
の
。
・
』
の
匡
胃
『
昏
骨
境
野
冒
号
〕
堅
再
の
Ｑ
－
の
曽
一
胃
］
錨
。
旨
。
ご
胃
。
寓
。
Ｅ
弓
司
唱
号
の
国
富
丘
③
ご
・
）
さ
う
し
て
彼
に
は
栽
主

政
繩
疋
剛
家
い
勢
力
を
澗
立
ど
の
擁
謹
の
た
め
に
蚊
も
双
丈
な
楯
毒
こ
老
へ
ら
れ
る
の
で
め
２
と
、
己
。
（
十
七
）
ト
ラ
ィ
チ

ュ
ケ
の
「
ザ
、
‐
ム
エ
ル
・
・
フ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
」
に
お
い
て
も
次
の
や
う
に
述
・
ぺ
ら
れ
る
。
「
プ
ー
ｌ
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
専

●

制
栽
主
政
慨
を
そ
の
剛
家
理
想
を
す
る
こ
さ
を
告
白
す
る
。
こ
の
蚊
も
厳
し
い
形
態
の
剛
家
的
統
一
の
み
が
、
ド
イ
ツ
諸

邦
の
自
曲
ａ
一
の
Ｑ
２
厨
。
一
目
の
い
昏
］
＆
伽
。
胃
巨
胃
爲
昏
）
な
る
も
の
Ｌ
も
つ
無
紀
律
芯
利
己
心
を
ぱ
正
し
さ
秩
序
の
下
に
服
せ

し
む
る
こ
さ
が
出
來
る
の
で
あ
つ
に
。
さ
れ
ば
愉
時
の
政
術
家
・
政
治
家
中
の
自
由
緒
祁
の
人
疫
、
即
ち
ラ
ィ
。
フ
’
一
シ
シ

や
ト
マ
ジ
ウ
ス
、
イ
エ
ー
ナ
（
冒
邑
や
マ
イ
ン
ダ
ー
ス
（
旨
⑦
一
己
の
『
伽
）
は
い
。
つ
れ
も
偏
念
堅
壱
専
制
主
淀
者
で
今
の
つ

以
上
、
諸
邦
の
自
由
一
般
に
開
し
て
對
立
す
る
諸
家
の
解
群
ど
見
↑
卜
の
で
め
る
が
、
史
に
「
ド
イ
ツ
帝
倒
政
情
術
」
節

八
章
に
お
い
て
。
フ
ー
プ
エ
ン
ド
ル
フ
が
述
べ
て
ゐ
る
滴
め
る
ド
イ
ツ
の
治
療
法
に
つ
い
て
も
ま
た
、
諾
邦
の
主
椛
な
る
も

の
に
封
す
る
彼
の
態
度
を
練
っ
て
二
様
の
見
解
が
存
在
す
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
単
教
授
ヨ
ァ
ヒ
ム
ゼ
ン
Ｑ
○
四
号
胃
切
目
）

は
そ
の
「
ド
イ
ツ
幽
家
思
想
」
に
お
い
て
次
の
や
う
に
記
し
て
ゐ
る
。
「
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
巻
末
に
至
っ
て
漸
く
路

ひ
が
ち
に
、
ま
に
自
信
さ
へ
な
く
、
自
分
の
薬
局
か
ら
取
川
し
て
來
る
さ
こ
ろ
の
も
の
は
、
ど
う
し
て
も
健
康
ご
な
す
こ

ぎ
」
の
川
來
な
い
病
人
に
對
し
て
そ
の
蒜
命
を
延
ば
し
て
や
る
薬
剤
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
ド
イ
ツ
が
純
然
に

に
」
さ
・

ヤ

▽



ろ
國
家
聯
合
（
⑦
旨
Ｈ
ｏ
言
曾
、
目
算
ｇ
宮
且
）
の
方
へ
？
と
漂
ひ
行
く
の
を
見
る
。
し
か
し
彼
は
凡
そ
こ
の
逃
禰
を
促
進
し
得

べ
き
一
切
の
も
の
が
避
け
ら
れ
る
こ
さ
を
望
ん
で
ゐ
る
。
（
号
日
日
芝
冒
の
。
｝
碁
四
二
。
い
く
の
罰
旦
①
Ｑ
３
．
園
巨
の
①
胃
ロ
》
忽
畠
の
巳
①
‐

、

切
呂
写
胃
晦
昌
頤
胃
“
呂
冒
目
晒
。
口
憲
昌
昌
①
．
）
」
己
。
即
ち
ヨ
ア
ヒ
ム
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
理
想
ざ
す
る

閏
家
形
態
は
飛
主
政
寵
で
あ
り
．
こ
れ
こ
そ
ド
イ
ツ
の
健
康
恢
復
へ
の
眞
の
通
で
あ
る
が
、
現
寅
の
ド
イ
ツ
を
見
る
、
こ
き

■

に
、
既
に
牢
乎
辛
卜
る
勢
力
を
保
有
せ
る
瀦
邦
は
更
に
益
登
完
全
な
る
主
椛
を
有
す
る
剛
家
へ
芭
發
展
せ
ん
ざ
し
、
か
く
て

帝
剛
は
閏
家
聯
合
的
組
織
に
向
っ
て
進
術
し
っ
’
あ
る
が
故
に
、
承
主
政
慨
の
建
設
は
事
蛮
上
不
可
能
で
あ
り
、
已
む
を
得

ず
●
フ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
は
た
だ
消
極
的
に
、
・
脚
家
聯
合
へ
の
こ
の
進
行
を
少
く
さ
も
現
在
の
程
度
に
て
阻
止
せ
ん
ざ
す
る

も
の
で
あ
２
脂
毒
乙
解
さ
．
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ざ
ほ
ど
同
様
の
見
解
は
、
「
ド
イ
ツ
帝
剛
政
怖
諭
」
を
初
版
に
振
っ
て
獅

諜
し
だ
フ
レ
ス
ラ
ウ
の
序
文
に
も
見
る
こ
さ
が
川
来
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
ド
イ
ツ
帝
凹
の
剛
Ⅷ
淫
に
つ
い
て
」

亡
稲
す
る
節
八
章
の
題
同
に
お
い
て
、
「
剛
叩
蜑
（
潭
昌
。
の
冨
冒
の
）
な
る
理
念
が
既
に
現
存
剛
家
組
縦
い
維
持
を
目
ざ
す

意
味
に
坐
や
い
て
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
川
へ
て
、
更
に
「
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
如
・
事
明
敏
な
る
政
治
家
に
さ
っ
て
、
帝

倒
の
風
家
組
織
の
不
規
則
な
る
状
態
を
正
規
の
そ
れ
に
鍵
ず
ぺ
さ
根
本
的
流
療
法
は
存
在
し
得
な
か
つ
に
」
の
で
あ
る
。

か
く
て
如
何
に
飛
主
政
慨
の
優
越
を
確
循
せ
る
。
フ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
さ
い
へ
ざ
も
、
殊
に
ハ
。
フ
ス
ブ
ル
ク
家
の
政
策
が
自

家
の
王
朝
的
仙
土
的
利
審
の
た
め
に
帝
剛
ぜ
利
川
せ
ん
ざ
す
る
に
、
め
る
》
」
・
己
を
桁
摘
し
に
彼
と
し
て
は
、
承
王
政
髄
の
建

設
を
咄
へ
得
な
い
の
で
あ
る
。
「
し
か
し
他
方
に
お
い
て
、
帝
剛
ど
改
造
し
て
、
こ
れ
を
諾
地
方
が
完
全
な
る
主
椛
を
ぢ

っ
眞
の
剛
家
聯
合
ご
な
す
こ
・
と
（
巳
＠
口
目
宮
匡
§
ぬ
号
切
詞
凰
。
胃
“
劃
屋
・
白
の
旨
き
痢
言
ｏ
胃
旨
の
冨
胃
の
ョ
冒
且
曽
岸
ぐ
。
崖
の
局

ｑ

フ
ー
プ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
．
帝
側
政
怖
諭
」
に
つ
い
て
二
九

賭

出
Ｉ
ｂ
ｒ
ｑ
ｌ

1

I

皇



I

1

○

フ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
脚
政
怖
油
」
に
つ
い
て
三
○

呼
巨
ぐ
の
『
盲
罵
詳
号
繩
目
。
畠
８
時
ご
）
も
ま
た
岡
様
に
不
可
能
で
あ
る
か
、
あ
る
ひ
は
ま
仁
、
さ
、
う
し
ょ
う
ざ
努
力
す
る
こ

電
こ
は
不
得
策
で
あ
っ
た
。
」
け
だ
し
寅
際
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
は
か
く
の
如
き
眞
の
剛
家
聯
合
へ
の
改
造
を
断
じ
て
承

認
し
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
、
弧
ひ
て
こ
れ
を
行
ふ
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
勢
力
を
ド
イ
ツ
か
ら
完
全
に
排
除
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
調
査
上
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
策
の
得
た
る
も
め
で
も
な
い
、
ざ
す
る
の
が
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ

の
意
見
で
あ
っ
た
ご
プ
レ
ス
ラ
ウ
は
い
ふ
の
で
あ
る
。
か
く
て
プ
レ
ス
ラ
ウ
に
よ
っ
て
も
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
幽
家

聯
介
へ
の
完
成
に
反
對
し
に
も
の
ど
老
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ヨ
ア
ヒ
ム
ゼ
ン
の
解
群
さ
異
る
鮎
は
、
そ
の
反
對

が
ヨ
ア
ヒ
ム
ゼ
ン
に
あ
，
り
て
は
剛
家
聯
合
へ
の
進
行
を
促
進
す
る
一
切
の
も
の
を
避
け
ん
壷
こ
す
る
祇
極
的
態
度
に
お
い
て

解
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
に
對
し
て
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
あ
り
て
は
可
能
か
不
可
能
か
の
問
題
ご
し
て
消
極
的
な
立
場
に
お
い
て

理
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
さ
に
あ
る
。
エ
ー
ル
ト
マ
ン
ス
デ
ル
フ
ア
ー
も
。
六
四
八
ｌ
‐
一
七
四
○
年
の
ド
イ
ツ
史
」
に

お
い
て
、
「
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
勧
告
は
、
畢
党
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ア
リ
ヤ
條
約
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
こ
・
の
改
革
す
る
能

は
ざ
る
混
合
的
状
態
ａ
９
己
。
胃
再
馬
。
国
凰
号
胃
。
園
乏
昇
⑦
愚
匡
の
胃
〕
ｅ
を
維
持
す
る
こ
《
こ
以
外
に
は
策
の
さ
る
べ
き
も
の

が
な
い
、
ご
い
ふ
に
あ
る
」
ご
述
べ
て
ゐ
る
。
（
１
）
こ
れ
ま
た
上
記
の
識
・
と
同
じ
く
、
ド
イ
ツ
現
在
の
状
態
た
る
剛
家
聯

与

合
さ
君
主
政
魁
さ
の
中
間
的
形
態
を
そ
の
ま
上
維
持
せ
ん
ざ
す
る
も
の
で
、
沿
主
政
罷
の
礎
津
を
清
算
し
て
純
然
た
る
岡

家
聯
合
ご
な
す
一
ご
」
は
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
意
川
に
あ
ら
‐
す
ご
す
る
も
の
亡
見
る
こ
ざ
が
出
來
よ
う
。

し
か
る
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
祉
史
枅
究
の
椛
威
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
、
。
マ
ィ
ネ
ッ
ヶ
は
そ
の
著
「
剛
是
の
理
念
』
に
お

い
て
こ
の
黙
に
開
し
て
次
の
や
う
な
注
目
す
べ
き
見
解
を
述
『
ぺ
て
ゐ
る
。
「
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
さ
っ
て
、
君
主
政
耀

I
1

｢』
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－
１

り

、

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
ソ
の
「
ド
イ
ツ
帝
脚
政
怖
揃
」
に
つ
い
て
一
曼
一

ち
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
は
、
聯
合
祇
邦
間
の
紛
都
に
際
し
て
は
、
こ
れ
に
開
係
な
き
謝
邦
の
仲
裁
裁
定
（
砕
蔑
且
“
の
冒
匡
。
ｇ

に
よ
っ
て
解
決
せ
ん
、
こ
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
裁
定
は
必
要
巳
む
を
僻
ぬ
場
合
に
は
弧
制
的
に
批
徹
さ
る
べ
き
も
の
さ

し
て
ゐ
る
。
か
上
る
こ
ざ
は
畢
党
諦
邦
の
主
樅
を
制
限
す
る
の
結
果
に
陥
る
も
の
で
あ
る
ご
マ
ィ
ネ
ッ
ヶ
は
解
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
史
に
一
、
イ
ネ
ッ
ケ
に
よ
れ
ば
、
か
く
の
如
き
傾
向
は
、
ひ
こ
り
彼
の
「
愛
剛
的
希
撃
」
（
冒
菖
。
爵
昏
の
言
冒
‐

い
。
胃
）
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
↓
｝
畏
彼
の
心
耳
に
ひ
そ
か
に
附
く
、
こ
》
」
ろ
の
「
健
全
な
る
歴
史
的
政
流
的
な
る
哩
蝿
」

颪
ロ
⑦
咽
⑦
２
且
⑦
三
ｍ
８
鳥
呂
‐
も
。
岸
胃
胃
冒
日
言
。
。
）
ま
た
は
「
本
能
」
（
冑
ぃ
昏
冨
）
か
ら
沈
蝶
し
來
つ
迄
こ
こ
ろ
い
も

の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
彼
を
し
て
か
く
の
如
き
「
改
雌
栞
」
を
拠
川
せ
し
め
、
絡
に
「
自
己
の
閲
法
的
理
論
や
こ
自
己
の
政

論
的
希
望
及
び
要
求
、
雲
」
の
間
に
お
け
る
奇
妙
な
る
矛
胴
」
に
陥
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
、
こ
い
は
れ
る
。
か
く
て
プ
ー
フ
ェ

ン
ド
ル
フ
は
ド
イ
ツ
諦
邦
の
主
椛
を
制
限
せ
ん
、
こ
し
、
屡
糞
ド
イ
ツ
杢
龍
を
喉
産
裡
に
自
明
的
に
一
個
の
統
一
的
幽
家
、
こ

し
て
取
扱
っ
て
居
・
り
、
ま
に
彼
は
一
般
に
ド
イ
ツ
満
力
の
結
束
を
要
望
し
、
剛
家
聯
合
が
君
主
政
綴
に
遥
か
に
劣
る
こ
こ

を
も
指
摘
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
も
の
も
要
す
る
に
、
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
よ
れ
ば
単
に
「
愛
阿
的
布
望
」
ま
仁
は
「
直

憂
」
あ
る
ひ
は
「
本
能
」
か
ら
川
で
來
つ
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
「
ド
イ
ツ
帝
閏
政
怖
諭
」
全
協
い
理
論
的
榊
成
は
、
從
っ
て

ま
た
「
改
革
柔
」
そ
の
も
の
Ｎ
理
論
的
意
側
は
、
あ
く
ま
で
諾
邦
の
主
椛
を
認
む
る
剛
家
聯
合
の
立
場
に
立
ち
、
こ
れ
に

向
っ
て
の
完
成
を
以
て
ド
イ
ツ
現
欣
唯
一
の
健
康
恢
復
法
ざ
し
た
も
の
ざ
僻
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
仙
三
）
以
上
マ
イ
ネ
ッ
ヶ

の
縦
を
見
て
來
仁
の
で
あ
る
が
、
ラ
ム
・
フ
レ
ヒ
ト
（
冒
日
胃
。
。
胃
）
も
ま
に
既
に
そ
の
「
ド
イ
ツ
史
」
第
六
巻
に
お
い
て

「
帝
閏
が
今
や
崩
壊
し
た
ご
す
れ
ば
、
よ
り
有
望
な
る
存
在
の
新
た
な
る
基
礎
は
、
こ
れ
を
聯
邦
に
完
成
す
る
こ
こ
（
“
＠
日
。

口
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I

ぐ
皀
侭
①
ロ
日
呂
昌
合
局
画
巨
国
届
口
号
の
ｍ
冨
胃
）
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
さ
い
ふ
の
が
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル

フ
の
意
見
で
あ
つ
に
ご
記
し
て
ゐ
る
。
郁
四
既
に
序
言
の
項
に
お
い
て
見
た
や
う
に
、
・
フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
自
身
は
未
だ

「
聯
邦
」
な
る
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ラ
ム
・
フ
レ
ヒ
ト
の
一
」
の
川
語
は
不
正
確
の
談
り
を
免
れ
難
い
が

こ
上
に
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
の
い
は
ゆ
る
「
聯
邦
」
な
る
も
の
も
、
畢
党
マ
イ
ネ
ッ
ヶ
の
い
ふ
「
閲
家
聯
合
」
琶
殆
ざ
同
じ
意

味
に
お
い
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
琶
は
、
彼
が
同
じ
く
「
ド
イ
ツ
史
」
節
六
巻
の
他
砂
個
所
に
お
い
て
モ
ン
ッ
ア
ン
寺
ハ
ー

ノ
に
論
及
し
て
、
「
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
は
弧
力
な
る
主
椛
へ
の
逝
を
諸
邦
に
附
い
て
や
ら
う
（
号
旨
閃
凰
。
冨
切
昏
丘
２

号
目
言
凋
蜘
日
雰
罠
時
①
ロ
曾
冒
・
鼠
目
昏
坤
凰
目
煙
。
胃
目
）
ざ
し
に
」
Ｅ
述
べ
て
ゐ
る
こ
↓
こ
に
よ
っ
て
ほ
ど
察
し
得
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。
（
惟
逓
）
か
く
て
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
も
ま
た
モ
ン
ッ
ア
ン
バ
ー
ノ
の
陛
方
菱
が
ド
イ
ツ
諸
邦
の
主
椛
確
立
に
よ
る

剛
家
聯
合
の
完
成
に
あ
っ
た
ざ
す
る
も
の
ど
考
へ
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
、

か
く
の
如
く
し
て
一
‐
諸
邦
の
自
‐
川
」
を
中
心
問
題
・
と
し
て
殆
ざ
對
跳
的
を
も
い
ひ
得
べ
き
二
棟
山
解
樺
が
存
在
す
る
ご

す
れ
ば
、
吾
人
は
そ
の
い
づ
れ
に
擁
る
・
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
、
ン
エ
ー
フ
ア
－
の
い
ふ
如
く
、
諸
侯

椛
の
本
源
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
つ
仁
か
。
ま
た
リ
ン
ド
ナ
ー
の
繩
く
や
う
に
彼
は
諸
侯
山
完
全
な
る
主
椛
を
認
む
る

「
非
歴
史
的
」
な
思
想
か
ら
川
發
す
る
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
ざ
も
謝
邦
幽
日
，
川
は
ヘ
ル
ッ
レ
、
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
の
い
ふ
測

縮

く
断
じ
て
擁
護
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
。
あ
る
ひ
は
ヨ
ア
ヒ
ム
ゼ
ン
の
咽
ふ
る
が
如
く
剛
家
聯
合
へ
の
進

行
は
少
く
さ
も
現
壯
の
程
度
に
お
い
て
肌
止
さ
る
・
べ
き
か
。
そ
れ
ざ
も
マ
イ
ネ
ッ
ケ
、
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
の
い
ふ
や
う
に
、

叫
家
聯
合
へ
の
蓮
こ
そ
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
意
岡
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
が
吾
人
の
課
匙
で
あ
る
。

Ｕ

フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
國
政
怖
諭
」
に
つ
い
て
三
三
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’
1

「
ド
イ
ツ
帝
閏
政
備
《
凹
節
六
章
は
「
ド
イ
ツ
帝
閏
の
形
態
に
つ
い
て
」
、
乙
題
せ
ら
れ
て
、
。
フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
蛾

も
得
意
．
こ
《
ａ
る
風
家
形
態
論
、
殊
に
不
規
則
附
家
純
の
兄
ゆ
る
蚊
も
布
橘
な
末
で
あ
る
が
、
そ
の
劣
頭
に
は
次
の
や
ぅ
な

言
葉
か
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
自
然
的
な
ま
た
人
工
的
な
組
織
慨
（
８
弓
。
】
●
画
）
の
健
全
性
寺
」
有
爲
性
さ
は
、
各
部
分
相
互
の

揮
然
た
る
調
和
ご
結
束
（
号
曾
も
閏
ロ
巨
日
】
貝
の
周
の
の
ぼ
日
目
。
冒
画
２
８
コ
ロ
の
曽
○
）
か
ら
生
じ
來
る
季
追
同
様
に
、
緒
川
的
な

組
織
龍
即
ち
献
愈
的
川
慨
も
ま
だ
そ
の
各
部
分
が
加
工
に
よ
く
結
へ
即
さ
れ
て
ゐ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
即
ち
脈
式
の
形

態
を
↓
こ
っ
て
ゐ
る
か
、
そ
れ
、
こ
も
何
ら
か
不
規
則
に
し
て
怪
物
的
な
る
も
の
１
槻
を
呈
し
て
ゐ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が

弧
力
な
も
の
か
無
力
な
も
の
、
か
を
判
断
す
る
こ
ざ
が
川
來
る
の
で
あ
る
」
、
と
。
《
廿
六
）

か
く
の
如
き
結
束
統
合
に
對
す
る
要
望
は
、
そ
の
他
多
く
の
佃
所
に
見
る
こ
こ
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た

お
の
？
つ
か
ら
君
王
政
侭
に
對
す
る
高
き
評
価
善
こ
な
２
Ｌ
現
れ
て
来
る
の
で
あ
つ
韮
卜
。
「
ド
イ
ツ
」
帝
岡
の
能
力
ご
洲
疾
患

ｊ

に
っ
世
Ｌ
」
を
題
す
る
節
七
未
に
兄
ゆ
る
次
の
荒
葉
は
、
蚊
も
明
白
に
彼
の
立
場
を
示
す
も
の
、
ご
い
ふ
こ
《
こ
が
川
来
よ

う
。
「
正
し
き
君
主
剛
‐
（
旨
切
目
冒
尉
の
唱
巨
日
）
の
形
態
に
鍵
ず
れ
ば
全
欧
洲
に
。
こ
っ
て
怖
る
べ
誉
も
の
ご
な
る
で
あ
ら
う

ざ
こ
ろ
の
．
ド
イ
ッ
帝
國
の
力
も
〈
内
部
の
諾
疾
患
ご
騒
擾
ご
」
に
よ
っ
て
、
今
や
自
分
自
身
を
謹
る
》
」
ざ
が
辛
う
じ
て
川
來

る
ほ
さ
に
弱
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
比
、
る
帆
筈
の
主
要
な
る
原
剛
は
、
こ
の
幽
家
の
拙
劣
に
し
て
飢
雑
な
る
術
成
曾
８
コ
‐

ｏ
目
ご
画
曽
鳥
号
①
島
鴨
“
国
風
冒
震
ｇ
ｍ
８
冒
冒
四
＄
）
に
存
す
る
。
仁
こ
へ
い
か
に
多
勢
ご
い
へ
ざ
も
、
各
人
‐
か
勝
手
な
こ

ト

ざ
を
し
て
は
一
個
人
の
力
以
上
に
は
川
な
い
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
弧
さ
さ
い
ふ
も
の
は
絲
令
（
８
コ
旨
。
＆
○
）
か
ら
生
ず

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
凹
政
怖
流
‐
一
に
つ
い
て

三

言
－
１

｜
ニ
ー
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1

L

〃

Ｑ

る
も
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
複
数
の
も
の
が
合
生
し
て
一
佃
の
自
然
的
組
織
寵
ご
な
る
こ
さ
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
多

、

敷
者
の
も
つ
力
ご
い
ふ
も
の
は
、
そ
れ
が
恰
も
一
個
の
精
祁
に
よ
る
が
如
く
一
個
の
意
岡
に
よ
っ
て
（
ロ
ロ
。
８
画
農
。
）
指

導
さ
れ
る
さ
き
に
統
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
Ｅ
旨
国
目
黒
）
か
く
の
如
き
統
合
言
己
。
）
が
緊
密
に
し
て
浬
然
た
る
も
の
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ざ
、
そ
の
牡
獅
的
凹
慨
は
そ
れ
だ
け
益
友
弧
力
で
あ
る
が
、
各
構
成
員
の
聯
結
（
８
日
匡
昌
畠
。
）
が
弛
く

し
て
適
正
を
峡
け
ぱ
そ
の
結
果
は
必
炉
や
萎
微
ご
疾
病
ざ
を
招
來
す
る
。
蚊
も
完
全
に
し
て
且
つ
塒
に
水
縦
惟
あ
る
統
合

念
の
鳥
の
○
房
の
冒
画
巨
日
。
鼻
息
ａ
匡
目
目
冒
蔚
冒
息
ｇ
）
は
、
よ
く
鑿
順
せ
る
飛
主
園
（
Ｒ
⑦
唱
戸
冒
貝
の
８
日
冒
骨
Ｐ
３
）

●

『

色

に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
け
だ
し
武
族
政
侭
の
諾
幽
は
殆
ん
ざ
躯
に
、
そ
の
剛
家
の
主
要
な
る
諦
力
が
一
佃
の
都
市
に
集

っ
て
ゐ
る
Ｅ
こ
ろ
に
お
い
て
の
み
、
よ
く
存
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
Ｅ
は
別
ざ
す
る
も
、
そ
の
本
眺
上
君
主

政
確
の
諸
國
（
目
。
冒
旦
旨
。
）
よ
り
も
脆
弱
で
あ
る
。
（
中
略
）
同
Ｗ
に
よ
っ
て
複
数
の
岡
家
か
ら
合
成
さ
れ
に
龍
系
は
、

遙
か
に
一
府
弛
く
結
合
し
て
ゐ
て
、
一
膳
容
易
に
撹
乱
さ
れ
分
裂
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
（
胃
已
目
冒
切
・
富
３
号
巨
切
肩
尉

ざ
且
巨
、
８
画
四
目
①
ご
冒
冨
畠
の
蔚
日
Ｐ
旨
き
己
鴨
言
〆
冨
切
８
冒
日
①
貝
昇
註
ｇ
旨
め
．
冒
号
鼠
色
貝
豊
の
⑳
巳
筥
ご
○
め
呂
貝
・
）
・
一
さ
・

界
七
〕
か
く
て
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
に
よ
れ
ば
君
主
政
慨
こ
そ
並
良
の
問
家
形
態
で
あ
っ
て
、
蚊
も
よ
く
剛
家
統
合
の
蜜
を

梁
げ
得
る
も
の
で
あ
り
。
こ
れ
に
比
す
れ
ば
「
岡
蝿
に
よ
っ
て
複
数
の
岡
家
か
ら
合
成
さ
れ
た
慨
系
」
即
ち
剛
家
聯
合
は

遥
か
に
劣
る
も
の
ど
明
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
君
主
政
慨
が
發
抑
す
る
か
く
の
如
き
統
合
的
効
果
は
、
制
限
證
主
政

鰡
に
お
い
て
も
失
は
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
》
」
の
こ
、
こ
は
節
六
章
に
お
い
て
次
の
や
う
に
述
べ
ら
れ
る
弓
凡
そ
君
主
政
慨

叫
家
（
目
。
。
胃
。
爵
。
）
に
二
種
あ
り
、
専
制
的
、
こ
制
限
的
こ
れ
で
あ
る
．
前
村
に
お
い
て
は
、
ひ
↑
こ
り
王
（
『
の
減
）
Ｉ
そ

フ
ー
ソ
エ
ン
ド
ル
ソ
の
「
ド
イ
ツ
帝
州
政
怖
油
」
に
つ
い
て
三
丘

。

１
１
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Ｉ
■
凸

グ

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
ィ
‐
シ
帝
叫
政
怖
淌
」
に
つ
い
て
三
六

の
名
稚
の
如
何
を
間
感
ず
Ｉ
の
み
が
、
妓
息
遮
要
な
る
倒
事
蜜
自
己
の
裁
織
に
よ
り
て
決
す
る
の
椛
密
有
す
る
．
し
か

る
に
後
者
に
お
い
て
は
、
王
は
統
流
椛
砂
行
使
に
あ
た
っ
て
一
定
の
法
規
に
ょ
２
Ｌ
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
る
”
」
（
廿
八
）
し
か

し
な
が
ら
「
い
か
に
王
か
制
限
を
豪
ら
う
さ
も
、
ざ
に
か
く
そ
の
王
剛
全
罷
の
諾
力
の
指
導
ご
迩
川
ざ
は
紡
局
そ
の
王
に

肺
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
こ
れ
ら
諦
力
は
、
恰
も
い
ば
ロ
ー
佃
の
糀
祁
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
も
の
が
支
配
さ
れ
る

や
う
に
見
易
化
る
が
如
く
、
王
山
下
に
お
い
て
共
同
の
利
益
を
刷
る
た
め
に
統
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
さ
・
（
柵
九
）

フ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
は
更
に
節
七
章
に
お
い
て
澗
佛
の
剛
力
を
比
較
す
る
に
際
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
が
そ
の
讃
主
政
確

の
故
に
有
す
る
利
益
に
一
二
ｍ
及
す
む
こ
・
己
を
忘
れ
て
は
ゐ
な
い
。
ド
イ
ツ
現
時
の
肱
態
は
、
「
今
日
並
も
柴
え
て
ゐ
る
フ
ラ

ン
ス
王
閏
、
こ
比
較
す
る
、
こ
き
、
一
肘
あ
や
し
く
な
っ
て
來
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
叩
剛
の
力
を
そ
の
長
所
ご
短
所
、
己

に
っ
堅
Ｌ
ｌ
尤
も
そ
の
長
所
は
フ
ラ
ン
ス
に
あ
り
て
は
そ
の
振
規
の
落
主
剛
（
恩
唱
冨
の
の
巨
画
旨
。
胃
。
蔦
）
か
ら
生
ず

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
短
所
は
ド
イ
ツ
に
あ
り
て
は
支
離
滅
裂
の
剛
家
形
態
ａ
爵
。
胃
画
風
旨
匡
冨
の
ぎ
『
冒
里
か
ら
生

じ
て
《
？
ｏ
の
で
あ
る
が
（
か
Ｌ
る
政
治
形
態
上
の
長
所
短
所
は
別
さ
し
て
）
ｌ
そ
れ
ら
の
力
の
み
を
見
る
な
ら
ば
、
ド

イ
ツ
の
方
に
優
越
ど
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
」
を
。
（
三
十
）
な
ほ
．
フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
飛
主
政
慨
職
讃
は
、

ひ
。
こ
り
純
政
論
的
方
面
に
止
ま
ら
ず
、
宗
教
問
題
を
術
す
る
に
あ
北
っ
て
も
ま
た
現
れ
て
來
る
。
第
八
章
に
お
い
て
カ
ト

リ
ッ
ク
教
含
組
織
の
結
束
ぶ
り
は
次
の
や
う
に
語
ら
れ
る
。
「
こ
の
愉
侶
た
ち
の
閏
家
そ
の
も
の
は
、
い
か
に
巧
妙
に
組

合
は
さ
れ
て
ゐ
る
こ
ゞ
と
か
、
“
一
長
い
か
に
緊
密
に
す
べ
て
の
も
の
が
相
互
に
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
こ
さ
か
。
さ
れ
ば
天
地
附

閥
以
來
い
か
な
る
組
織
侭
ご
い
へ
ざ
も
、
か
く
も
よ
く
整
備
し
、
か
く
も
確
乎
に
る
根
抵
の
上
に
立
つ
も
の
は
な
か
っ
た

〃

1



『

を
い
ふ
も
殆
ざ
過
言
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
先
づ
節
一
に
そ
の
閏
家
は
、
蚊
も
正
し
い
君
主
閲
（
８
国
の
。
貢
切
曽
９
画
目
目
閂
‐

・
霞
闇
）
の
姿
に
ま
で
鑿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
」
さ
。
弁
一
〕

し
か
し
な
が
ら
か
く
の
如
き
統
合
を
飛
主
政
髄
さ
に
對
す
る
弧
壱
執
治
に
も
拘
ら
才
、
現
在
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
諸
邦

の
勢
力
は
醜
に
除
り
に
も
深
く
根
ざ
し
て
ゐ
る
。
從
っ
て
今
も
し
弧
ひ
て
こ
れ
を
抜
去
せ
ん
ざ
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
や
一

大
擾
乱
を
捲
起
し
、
か
く
て
諸
邦
巾
に
外
風
の
按
助
を
耐
ふ
も
の
を
生
じ
、
さ
ら
で
だ
に
虎
覗
耽
交
に
る
列
弧
は
ド
イ
ツ

内
政
干
渉
の
好
機
を
得
て
そ
の
野
心
を
進
う
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
並
蝋
怖
れ
る
さ
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
か
く
て
彼
は
い
ふ
、
「
ド
イ
ツ
は
蚊
大
の
動
揺
ど
事
態
の
極
度
の
混
乱
な
く
し
て
は
、
正
し
き
君
主
剛
（
旨
の
目
昌
周
。
‐

胃
（
旨
〕
）
の
制
度
に
改
迭
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
」
さ
・
《
州
》
》
）
．
ま
た
い
ふ
、
「
ド
イ
ツ
の
状
態
の
歪
み
、
ご
い
ふ
も
の
は
い

は
噌
硬
化
し
て
ゐ
る
の
で
、
閏
家
全
慨
の
倒
壊
な
し
に
は
こ
れ
を
正
し
き
君
主
剛
の
制
度
に
改
造
し
得
な
い
」
、
と
・
芥
三
〉

更
に
こ
の
こ
さ
は
ま
仁
「
ド
イ
ツ
の
病
的
な
壯
態
が
何
に
堪
へ
柵
る
か
ご
い
ふ
こ
さ
は
容
易
に
明
か
で
あ
る
。
い
か
な
る

愛
化
さ
い
へ
ざ
も
か
く
の
如
き
状
態
に
對
し
て
は
、
激
烈
な
る
動
揺
を
及
ぼ
し
得
る
か
ら
で
あ
る
」
さ
も
い
は
れ
る
の
で

乱
り
ワ
、
Ｏ
（
州
四
）

全
の
る
○

四

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
統
合
要
撃
ご
飛
主
政
慨
に
對
す
る
態
度
ご
を
見
て
来
た
我
為
は
、
更
に
彼
が
古
き
ド
イ
ツ
の
姿

さ
そ
の
岡
家
的
發
展
及
び
諸
邦
成
立
の
迦
耗
さ
を
Ⅲ
願
す
る
さ
き
に
、
い
は
ゆ
る
「
祇
邦
の
自
由
」
に
對
し
て
い
か
な
る

や

評
価
を
下
し
て
ゐ
る
か
を
兇
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
ド
イ
ツ
帝
叫
の
起
原
に
つ
い
て
，
一
さ
題
す
る
節
一
章
に
お
い
て
彼

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
怖
眺
政
怖
術
」
に
つ
い
て
三
七

1



、

’

フ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
叫
政
怖
柿
‐
一
に
つ
い
て
三
八

唇

は
い
ふ
、
「
諸
地
方
の
か
く
も
廠
汎
な
る
範
囲
に
亙
っ
て
、
往
昔
諾
部
族
が
か
な
り
多
数
居
住
し
て
ゐ
に
。
こ
れ
ら
の
部

ｑ

族
は
部
族
員
の
数
ご
力
さ
に
お
い
て
は
極
め
て
弧
力
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
部
族
は
夫
魚
平
稲
に
殆
ん
ざ
孤
立
的

に
猫
自
の
閏
家
を
建
設
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
言
語
な
ら
び
に
風
裡
の
祁
似
雪
こ
起
脈
を
共
通
に
す
る
ゞ
」
↑
こ
上
に
よ
っ
て

紬
合
さ
れ
る
以
外
に
は
、
互
ひ
に
判
然
に
る
別
個
の
閏
家
を
な
し
て
ゐ
に
。
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
慥
か
に
民
主
的
政
治
を

行
っ
て
ゐ
た
。
な
る
ほ
ざ
王
を
有
す
る
も
の
も
若
干
あ
つ
仁
が
、
し
か
し
そ
の
王
な
る
も
の
は
命
令
的
椛
力
よ
‐
ソ
も
む
し

ろ
勧
告
的
椛
威
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
け
だ
し
こ
の
民
族
は
決
し
て
完
全
な
る
隷
脇
を
忍
び
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
さ
れ
ば
か
の
古
ゲ
ル
言
一
ア
は
決
し
て
統
一
的
剛
家
（
目
冒
旨
冒
胃
冒
目
）
を
樅
成
す
る
こ
ゞ
こ
が
な
か
っ
た
。
（
中

略
）
し
か
し
な
が
ら
か
く
の
如
き
自
律
含
昌
。
ロ
。
冒
冨
）
は
、
自
由
な
る
も
の
ｉ
も
つ
或
る
優
れ
に
外
槻
に
よ
っ
て
（
の
風
‐

０９
国
名
且
四
日
厚
の
Ｈ
国
鳥
号
⑦
臼
①
）
、
彼
ら
古
ゲ
ル
マ
ン
人
の
特
に
好
む
つ
こ
こ
ろ
で
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
、
し
か
も
そ
の
結

果
は
か
く
も
多
数
の
剛
家
が
極
め
て
頻
凌
さ
相
互
に
戦
ふ
こ
ご
上
な
っ
た
。
さ
う
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
諸
部
族
の
成
員
を

結
束
す
べ
き
何
ら
の
統
一
的
山
家
も
存
せ
ざ
る
が
に
め
に
、
さ
も
な
く
ぱ
雌
も
拙
き
こ
れ
ら
の
部
族
も
外
敵
の
催
入
を
免

れ
得
ざ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
否
そ
れ
ざ
こ
ろ
か
大
部
分
の
部
族
は
、
共
同
の
危
嶮
に
對
し
て
時
機
を
失
せ
ず
同
服
を

結
成
し
て
防
術
に
あ
た
る
こ
、
こ
さ
へ
も
せ
ず
、
各
部
族
が
佃
別
的
に
戦
ひ
、
か
く
て
諸
部
族
悉
く
破
ら
れ
る
に
及
ん
で
漸

く
彼
等
は
一
致
（
８
コ
８
ａ
目
）
な
る
も
山
上
利
を
悟
る
に
至
っ
た
」
、
巳
・
《
＃
）
即
ち
プ
ー
フ
〒
ラ
ド
ル
フ
に
よ
れ
ば
古
ド

イ
ッ
人
の
愛
好
し
た
自
由
も
ま
た
、
そ
れ
が
統
一
的
剛
家
の
結
成
を
妨
げ
た
き
い
ふ
一
黙
に
お
い
て
深
く
遺
憾
ざ
さ
れ
る

の
で
あ
っ
た
。
次
で
フ
ラ
ン
ク
王
剛
の
時
代
に
入
れ
ば
、
『
．
カ
ー
ル
の
治
下
に
お
い
て
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ク
王
剛
の
一
部

巳



う
ば
極
め
て
痛
烈
な
る
潮
笑
を
浴
せ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
フ
ラ
ン
ク
王
剛
以
前
の
古
ド
イ
ツ
人
に
あ
り
て
．
「
公
」
ａ
員
ゞ

国
８
愚
。
巴
は
戦
争
勃
發
山
際
蚊
も
勇
敢
な
る
も
の
を
以
て
任
ぜ
ら
れ
た
き
こ
ろ
の
軍
事
的
宙
職
で
あ
っ
て
、
平
時
は
多

く
蛍
族
中
か
ら
選
ば
れ
た
一
．
杣
」
（
８
日
の
の
』
①
届
く
ｇ
）
の
周
男
。
己
）
な
る
も
の
が
司
法
行
政
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
編
「
後
に

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
仙
政
怖
描
」
に
つ
い
て
三
九

を
な
し
、
か
な
り
無
制
限
で
あ
っ
た
『
こ
思
は
れ
る
そ
の
支
配
樅
に
服
し
て
ゐ
た
」
の
で
あ
る
が
、
「
カ
ー
ル
．
の
息
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
敬
虚
帝
の
下
に
お
い
て
ド
イ
ツ
は
、
か
の
地
方
官
た
ち
の
椛
威
、
ご
椛
力
、
己
が
次
第
に
蛾
大
し
始
め
に
こ
、
こ
を
除
け

ば
、
以
前
毛
ご
同
じ
状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
る
に
そ
の
後
こ
の
ル
ー
ト
ヴ
イ
ヒ
の
息
子
た
ち
が
父
の
帝
剛
を
・
分
制
す
る
に
及

ん
で
ｌ
こ
れ
ぞ
フ
ラ
ン
ク
椛
勢
の
喪
失
ご
ヵ
ロ
リ
ン
ガ
王
朝
淡
蒋
の
主
因
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
が
ｌ
ド
イ
ツ
は
フ

ー
フ
ン
ク
王
國
の
他
の
部
分
か
ら
分
離
し
て
、
敬
度
帝
の
息
ル
ー
ト
ヴ
イ
ヒ
を
ド
イ
ツ
澗
自
の
王
さ
し
て
柵
ろ
に
至
っ
た
。
」

（
虹
ハ
》
か
く
て
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
い
ふ
、
「
フ
ラ
ン
ク
人
⑳
力
に
よ
っ
て
一
度
ぴ
ド
イ
ツ
諸
部
族
が
結
束
す
る
（
８
画
‐

旨
の
］
●
⑦
冒
冒
皇
ｏ
の
。
自
営
胃
）
や
、
彼
等
は
幟
洲
人
の
Ⅲ
に
あ
っ
て
常
に
蚊
も
弧
力
な
る
組
織
髄
を
樅
成
し
て
ゐ
る
の
が
見

ら
れ
に
」
さ
・
「
洲
七
）
き
う
し
て
こ
の
時
代
こ
そ
ド
イ
ツ
は
「
正
規
の
君
主
閏
」
（
境
③
唱
匡
冒
寓
⑦
唱
冒
。
）
で
あ
っ
た
ご
い
は

し
か
し
な
が
ら
ド
イ
ツ
剛
家
組
織
現
時
の
飢
脈
を
招
来
す
べ
き
淵
源
は
醜
に
そ
こ
に
生
じ
來
り
つ
上
あ
っ
た
。
そ
れ
は

即
ち
地
方
に
於
け
る
炎
族
の
勢
力
蛎
大
で
あ
る
。
「
も
さ
よ
り
ド
イ
ツ
の
公
や
仙
は
枇
初
は
本
來
の
意
味
に
お
け
る
常
職

で
あ
っ
た
、
」
舟
九
）
し
か
る
に
そ
れ
が
次
節
に
今
日
の
諾
邦
を
形
成
し
て
来
た
こ
さ
を
以
て
、
ド
イ
ツ
の
或
る
論
者
は
こ
れ

を
皇
帝
の
蚤
明
な
る
政
漿
に
因
る
も
の
《
こ
し
て
災
識
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
・
さ
所
術
に
對
し
て
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル

れ
る
の
で
あ
る
。
舟
八
）

I
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『

プ
ー
ソ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
・
ド
イ
ツ
帝
叫
政
怖
淌
」
に
つ
い
て
川
○

フ
｜
フ
ン
ク
人
は
、
ア
レ
了
一
ア
そ
の
他
の
ド
イ
ツ
詣
地
方
を
征
服
す
る
に
及
ん
で
、
ロ
ー
↓
、
人
の
悩
例
に
倣
っ
て
諦
脇
州

に
公
を
世
、
き
、
軍
事
及
び
平
時
の
訓
項
を
統
・
ぺ
さ
せ
た
が
、
時
さ
し
て
こ
の
外
に
司
法
の
に
め
に
杣
が
加
へ
ら
れ
に
。
ま

た
公
な
し
に
伯
の
み
の
統
流
に
委
ね
ら
れ
に
脇
州
も
あ
っ
た
。
し
か
し
妻
」
れ
ら
の
椛
限
は
い
づ
れ
も
本
來
の
意
味
に
お
け

る
官
職
に
外
な
ら
な
か
つ
に
。
し
か
る
に
時
代
の
經
過
さ
さ
も
に
、
こ
れ
ら
の
公
は
絡
生
任
命
さ
れ
、
ま
た
大
抵
の
場

合
父
の
あ
ご
に
は
そ
の
子
が
袖
せ
ら
れ
た
の
で
、
公
は
自
己
山
桃
勢
を
川
む
る
に
定
に
好
迩
の
機
稗
を
得
、
徐
産
に
自
己

の
飛
主
の
《
樅
威
を
秘
ん
じ
、
自
已
に
委
託
さ
れ
た
る
脇
州
を
ぱ
へ
い
は
ぱ
自
己
の
泄
襲
家
産
の
中
に
数
へ
始
め
に
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
か
上
る
将
理
が
殊
に
軍
事
的
事
頃
を
も
包
括
せ
る
場
合
、
そ
れ
が
仙
襲
化
す
る
こ
さ
よ
り
も
以
上
に

君
主
政
龍
に
さ
っ
て
有
害
な
る
過
縦
（
冒
画
鳴
命
鶴
嵐
号
崖
の
ｇ
ｏ
国
胃
。
言
の
①
胃
。
儲
）
は
生
じ
得
な
い
。
從
っ
て
縦
者
は
或
る

ド
イ
ツ
の
著
述
家
た
ち
が
こ
れ
を
恰
も
蹴
識
に
他
す
る
攝
明
な
る
所
業
で
あ
る
か
の
如
く
癖
識
す
る
の
を
誼
む
さ
き
に
殆

ざ
失
笑
を
禁
じ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
功
紙
瓢
著
な
る
も
の
に
充
分
の
賞
を
與
へ
る
こ
、
己
は
、
い
か
に
も
王
に
州

應
し
き
褒
賞
で
あ
る
。
し
か
し
主
人
た
る
も
の
が
、
も
し
自
分
の
奴
隷
全
部
を
解
放
せ
ん
ご
欲
す
る
な
ら
ば
、
次
に
は
自

分
の
靴
を
自
分
で
脾
く
こ
、
こ
に
な
る
で
あ
ら
う
。
」
ま
仁
い
ふ
、
「
し
か
し
特
に
態
か
し
い
こ
ご
は
、
支
叩
村
に
る
も
の
が

自
己
の
支
配
下
に
そ
の
支
配
樅
を
輕
ん
じ
て
も
制
せ
ら
れ
ず
に
満
む
多
く
の
蒋
を
有
す
る
と
い
ふ
こ
ざ
に
よ
っ
て
、
支
配

者
の
尊
嚴
を
評
価
す
る
こ
ゞ
こ
で
あ
る
。
け
だ
し
こ
れ
ら
の
著
述
家
の
側
抜
け
さ
加
減
を
立
誰
す
る
に
足
る
一
事
は
、
彼
等

が
彼
等
自
身
の
公
法
學
粁
を
イ
タ
リ
ヤ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
。
へ
イ
ン
の
著
述
家
に
ち
に
臆
面
も
な
く
對
立
さ
せ
て
ゐ
る
こ
さ

で
あ
っ
て
、
こ
ぃ
ら
公
法
學
者
の
大
部
分
が
政
治
學
の
初
歩
す
ら
も
理
解
し
て
ゐ
な
か
つ
た
こ
ざ
は
、
こ
の
學
蒋
た
ち
自

‐
ｌ
Ｌ
ｒ
Ｉ
ｌ



身
の
早
産
兒
的
苓
書
が
こ
れ
彩
證
し
て
除
ｂ
が
あ
る
」
ぜ
。
（
四
十
）
こ
ｋ
に
官
職
の
世
襲
化
が
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
に
よ
っ

て
、
君
主
政
鰡
に
對
し
極
め
て
有
害
な
る
「
過
挟
一
さ
呼
ば
れ
て
ゐ
る
こ
ゞ
己
は
．
注
目
に
他
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
言
葉

は
更
に
カ
ー
ル
大
帝
及
び
そ
の
以
後
に
つ
い
て
の
記
述
に
お
い
て
も
繰
返
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
一
．
ヵ
Ｔ
ル
大
帝
は
そ
の
祗

先
に
ち
の
過
誤
（
目
四
目
匡
日
①
凰
○
園
）
に
鋪
●
つ
い
て
、
除
り
に
も
廠
太
な
る
面
械
を
占
む
る
公
仙
の
大
部
分
を
陵
し
、
且
つ

比
較
的
に
庇
い
脇
州
は
》
」
れ
ぞ
数
唾
に
分
ち
、
杣
を
し
て
統
流
せ
し
め
に
」
の
で
あ
る
が
、
「
し
●
か
し
カ
ー
ル
の
後
に
は

再
び
以
前
の
過
誤
曾
昌
呂
巨
の
①
風
。
周
）
に
陥
つ
北
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
官
職
に
お
い
て
は
殆
ざ
息
が
父
の
後
に
袖
せ

ら
れ
に
ば
か
ｂ
で
な
く
、
な
ほ
数
個
の
伯
紙
の
合
併
に
よ
り
、
あ
る
ひ
は
カ
ー
ル
の
後
齋
の
意
思
に
よ
っ
て
、
若
干
の
公

恢
が
設
立
さ
れ
て
諸
地
方
の
庇
大
な
る
而
穣
を
掩
有
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
両
十
一
〕

モ
ン
ッ
ア
ン
バ
ー
ノ
は
ま
堤
か
く
の
如
き
官
職
の
枇
襲
化
を
許
し
諸
邦
の
發
展
を
助
長
し
龍
皇
帝
の
唯
世
を
以
て
、

「
氣
前
の
よ
さ
」
（
言
。
邑
冒
の
）
歩
長
は
「
無
氣
力
な
る
軟
弱
さ
」
（
め
。
８
』
●
の
｛
”
昌
冒
“
）
ざ
稲
寸
ろ
。
純
三
章
に
お
い

●

て
彼
は
い
ふ
、
「
そ
の
勢
力
を
皇
帝
の
魏
前
の
よ
さ
に
負
ふ
て
ゐ
る
謝
侯
も
ま
た
存
す
る
。
こ
の
事
例
は
殊
に
オ
ッ
ト
ー

家
の
歴
史
に
多
い
。
か
出
る
こ
さ
が
君
主
政
慨
の
諸
法
則
に
、
こ
っ
て
遡
常
な
も
の
ｒ
の
る
か
否
か
は
、
今
こ
ｋ
に
訓
在
の

限
り
で
な
い
」
さ
。
（
門
十
二
）
鋪
六
章
に
お
い
て
も
次
の
や
う
に
い
ば
れ
て
ゐ
る
。
一
か
く
て
政
治
単
の
悦
如
に
照
す
《
峰
ら

ぱ
、
ド
イ
ツ
は
不
規
則
に
し
て
怪
物
に
も
似
↑
卜
る
或
る
組
織
龍
で
、
一
噌
○
、
こ
い
ふ
の
外
は
な
い
。
そ
の
組
織
髄
は
時
代
の
經

過
の
う
ち
に
、
皇
帝
に
ち
の
撫
飛
力
な
る
軟
弱
さ
・
こ
、
謙
侯
山
野
心
（
酉
ヨ
ウ
罠
。
）
さ
僻
侶
↑
卜
ち
の
不
暹
（
日
『
ず
匡
一
呂
昏
）

”
こ
に
よ
っ
て
、
正
規
の
漁
、
王
叫
（
Ｈ
①
唱
口
冒
獄
⑦
唱
一
胃
。
）
か
ら
か
く
も
雌
統
制
な
形
態
（
冨
冒
ご
昌
己
。
８
三
。
昌
冒
冨
由
９
昌
画
）

Ｇ

ｆ

フ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
閏
政
怖
へ
“
に
つ
い
て
川
一

』

勺

ノ

､

」



か
く
の
如
き
諸
邦
發
展
の
跡
を
述
べ
て
來
た
プ
ー
フ
〒
ラ
ド
ル
フ
は
、
第
五
承
の
勝
弧
に
お
い
て
い
ふ
「
い
か
な
る
機
秤

に
ょ
つ
．
て
ド
イ
ツ
費
族
が
君
主
國
の
制
度
で
全
然
相
容
れ
な
い
法
外
な
生
長
（
ｇ
日
●
営
畠
、
目
角
①
目
の
口
冒
）
を
始
め
ｒ
か
は

上
述
の
通
り
で
あ
る
」
ざ
。
（
鳴
七
）

プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
脚
政
怖
倫
」
に
つ
い
て
川
一
一

、

へ
ご
鍵
化
し
た
の
で
あ
る
」
、
こ
・
（
円
十
三
）
宗
教
流
侯
及
び
都
市
自
主
桃
の
發
展
に
つ
い
て
も
プ
ー
フ
｝
一
ン
ド
ル
フ
は
い
，
ベ

「
ド
イ
ツ
の
司
教
た
ち
は
、
極
め
て
大
な
る
多
の
椛
勢
を
、
主
こ
し
て
初
期
の
皇
帝
た
ち
の
莱
前
い
よ
さ
に
血
竺
Ｌ
ゐ

る
。
」
（
岡
十
円
）
ま
た
「
い
ざ
も
祁
聖
な
る
宗
教
的
身
分
に
對
す
る
敬
意
が
私
を
制
止
し
な
い
な
ら
ば
、
私
は
彼
等
術
侶
た
ち

を
ぱ
人
側
の
中
の
蚊
も
無
道
な
る
群
、
ご
い
ふ
で
あ
ら
う
。
け
だ
し
彼
等
は
、
結
果
の
示
す
如
く
甚
だ
し
く
無
分
別
な
も
の

で
あ
っ
た
ざ
こ
ろ
の
皇
帝
た
ち
の
慈
善
心
（
日
匡
昌
胃
の
ロ
昏
胃
ｇ
Ｒ
国
日
目
日
』
巨
曾
①
潟
昌
巨
の
。
牌
①
ロ
島
》
箇
匡
⑦
旨
８
国
呂
冒
）

ぞ
ぱ
、
皇
帝
の
高
位
を
破
壊
す
る
こ
ど
の
に
め
に
濫
用
し
た
か
ら
で
あ
る
」
ざ
。
（
川
十
五
》
即
ち
｝
」
ｉ
に
お
い
て
皇
帝
た
ち
の

◆

慈
善
小
ほ
「
雀
だ
し
く
無
分
別
」
で
あ
つ
に
こ
い
は
れ
て
ゐ
る
。
都
市
に
つ
堕
し
も
次
の
や
う
な
記
減
が
見
ら
れ
る
。

や

「
都
市
ば
糊
初
に
お
堕
し
は
村
落
よ
り
も
寛
大
な
取
扱
ひ
を
受
け
て
－
２
」
と
は
い
へ
、
し
か
も
手
》
長
は
皇
帝
の
椛
力
に

は
ひ
ご
し
く
服
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
王
ま
た
は
皇
帝
は
、
航
あ
る
ひ
は
王
使
（
旨
爵
』
胃
侵
）
を
派
し
て

司
法
に
あ
た
ら
し
め
に
㈱
後
に
至
り
皇
帝
た
ち
の
法
外
な
索
前
山
よ
さ
に
よ
２
Ｌ
（
ｇ
ｏ
儲
日
員
日
胃
曽
８
旨
昌
彦
。
『
農
目
。
）
、

多
く
の
も
の
は
あ
る
ひ
は
司
教
あ
る
ひ
は
公
農
に
は
伯
の
椛
力
下
に
服
し
、
削
除
の
も
の
が
皇
帝
い
み
に
也
脇
し
た
」

、
こ
。
（
四
十
六
）
こ
’
に
も
「
法
外
な
氣
前
の
よ
さ
」
、
迫
い
ふ
言
葉
が
川
ひ
ら
唾
Ｌ
ゐ
る
。
ま
た
錐
三
末
・
節
川
章
に
お
い
て

か
く
て
君
王
政
溌
を
以
て
理
想
的
國
家
形
態
ご
す
る
。
フ
ー
プ
千
一
ン
ド
ル
フ
が
、
ド
イ
ツ
國
家
組
織
の
か
く
の
如
菩
慶
化

Ⅲ
川
Ｍ
Ｄ
１
１
■

ひ

［
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家
全
慨
山
倒
壊
な
し
に
は
、
こ
れ
を
正
し
き
君
主
剛
の
制
度
に
改
迭
し
得
な
い
亡
い
ふ
こ
さ
で
あ
る
」
ざ
。
即
十
”
前
二
頭

に
お
い
て
見
た
や
う
に
そ
の
理
想
さ
し
て
は
ド
イ
ツ
の
統
合
ご
君
主
政
確
言
己
を
妥
梁
し
、
史
的
同
刷
に
あ
た
っ
て
も
こ
の

理
想
の
見
地
か
ら
諾
邦
に
對
し
て
不
利
な
る
観
察
を
下
し
た
〕
フ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
．
も
、
現
蛮
の
ド
イ
ツ
を
爪
脱
す
る
さ
き

に
、
か
く
の
如
き
理
想
へ
の
逆
は
、
殊
に
旺
し
き
識
主
政
肥
へ
の
復
蹄
の
逆
は
殆
ざ
完
全
に
断
た
れ
て
ゐ
る
》
」
さ
を
見
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ぱ
礎
さ
れ
た
逆
は
何
で
あ
る
か
。
「
，
ざ
こ
ろ
で
そ
の
状
態
は
、
同
偲
せ

る
複
数
の
國
家
の
或
る
綴
系
（
吻
曽
計
⑦
日
釣
”
冒
匡
且
ご
盲
目
目
黒
日
日
弓
匡
冒
ｏ
胃
匡
日
ご
ａ
①
鼎
胃
胃
冒
目
）
に
蚊
も
近
づ
い
て
ゐ

る
の
で
、
そ
の
閲
家
を
維
持
す
る
に
は
、
か
く
の
如
き
同
盟
諦
叫
（
の
。
＆
）
の
尊
亜
す
べ
き
も
の
ご
」
し
て
政
論
學
新
筆
の

焼
定
せ
る
が
如
き
薬
剤
を
川
ひ
る
の
が
蚊
も
安
全
で
あ
る
。
そ
れ
ら
側
盟
諸
剛
は
何
よ
り
も
先
つ
、
他
の
所
有
物
今
笹
推
得

す
る
こ
さ
よ
り
も
自
分
の
も
の
を
失
は
な
い
や
う
に
す
る
こ
さ
に
冊
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
か
く
て
プ
ー

フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
虚
方
韮
は
、
與
へ
ら
れ
た
蚊
悪
に
近
い
條
件
の
下
に
お
け
る
自
己
保
全
の
消
極
政
策
た
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
一
‐
そ
こ
で
蚊
も
大
切
な
こ
》
」
は
内
部
の
和
合
（
目
⑦
ｇ
“
８
旨
８
ａ
ｇ
を
保
持
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
叫
政
怖
伽
」
に
つ
い
て

に
對
し
て
極
め
て
不
利
な
る
「
雁
史
的
」
思
愁
を
堅
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
書
こ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
う
し
て
か

く
の
如
き
現
蛮
さ
史
的
同
刷
、
あ
る
ひ
は
現
踵
さ
理
想
ど
の
對
立
こ
そ
、
い
は
ゆ
る
モ
ン
ッ
ア
ン
ゞ
ハ
ー
ノ
の
「
改
難
業
」

に
開
す
る
マ
ィ
ネ
ッ
ヶ
、
ヨ
ア
ヒ
ム
ゼ
ン
等
の
見
解
の
相
述
を
生
ん
だ
所
以
で
あ
る
ご
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

第
八
章
に
お
墜
Ｌ
・
フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
病
め
る
ド
イ
ツ
に
對
す
る
．
訓
剛
を
發
表
す
る
に
先
立
っ
て
い
ふ
、
「
私
が
論

議
の
基
礎
、
こ
し
て
老
へ
て
お
き
た
い
こ
己
は
、
ド
イ
ツ
の
狄
態
の
歪
み
、
ご
い
ふ
も
の
は
い
は
ご
硬
化
し
て
一
？
ｏ
の
で
、
剛

P
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に
は
、
各
盈
が
そ
の
椛
利
を
失
，
今
」
ご
な
く
、
ま
た
何
者
、
こ
い
へ
ざ
も
弱
者
を
岻
迫
す
る
こ
、
こ
を
許
さ
れ
ず
、
か
く
て
勢

力
の
不
均
等
に
も
拘
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
も
の
ｉ
自
由
ご
安
全
ざ
が
均
等
に
存
す
る
こ
、
己
が
妓
も
緊
要
で
あ
る
」
し
か
ら
ぱ
具

綴
的
方
策
は
如
何
。
「
も
し
同
盟
諸
國
の
綴
系
（
団
家
聯
合
）
（
鎖
風
⑦
目
画
の
。
ｏ
５
曽
目
）
が
一
人
の
首
長
（
冒
口
。
§
の
）
を

蚊
・
か
ん
ざ
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
首
長
が
支
配
椛
食
ｏ
冒
目
煙
日
の
）
を
得
ん
、
と
欲
す
る
こ
さ
の
な
い
や
う
大
い
に
擦
戒
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
『
て
れ
に
は
殊
に
軍
隊
守
」
城
塞
と
を
背
長
の
椛
力
下
に
お
か
な
い
や
う
に
す
る
が
よ
い
。
更
に
竹
長
は
正

確
且
つ
嚴
密
な
法
規
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
『
そ
の
竹
長
の
た
め
に
何
ら
か
の
常
設
的
な
参
來
称
（
８
口
‐

“
罠
巨
目
）
を
設
立
す
べ
き
で
め
る
。
こ
の
参
事
・
御
は
同
盟
諾
剛
を
代
表
す
る
も
の
Ｅ
し
、
全
同
盟
剛
の
豫
め
定
め
に
る
さ

こ
ろ
に
依
っ
て
問
家
全
慨
（
８
首
『
①
切
冒
罠
目
）
に
開
す
る
通
幣
事
域
の
虐
理
を
委
任
さ
れ
る
。
一
切
の
對
外
事
域
（
○
日
己
騨

壱
四
①
⑦
鴬
且
切
呂
日
魂
８
匡
罠
呂
旨
目
８
号
日
）
は
岡
参
事
・
諏
に
提
拙
さ
れ
、
一
應
そ
こ
で
癖
議
の
上
、
各
同
盟
側
に
そ

、

の
報
告
を
行
ひ
、
妓
後
に
一
般
的
決
議
が
探
樺
さ
れ
る
こ
さ
上
す
る
。
な
ほ
困
難
な
問
題
が
起
れ
ば
川
塞
事
會
は
同
盟
洲

剛
の
臨
會
總
愈
を
行
ふ
く
く
．
但
し
經
礎
の
過
大
を
避
け
且
つ
辮
談
《
い
進
打
を
速
か
な
ら
し
む
る
た
め
に
、
正
確
な
る
議

事
日
程
を
規
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
”
」
（
卿
十
九
）

醜
に
第
二
攻
に
坐
祇
て
見
た
如
く
、
マ
ィ
ネ
ッ
ヶ
は
こ
れ
を
以
て
・
フ
ー
プ
｝
一
ン
ド
ル
フ
の
「
改
革
案
」
、
こ
な
し
、
そ
れ

は
要
す
る
に
コ
度
ぴ
ざ
ら
れ
篤
妥
骨
。
閏
家
聯
合
へ
の
逆
を
徹
底
的
に
経
，
り
ま
で
辿
る
こ
さ
に
お
い
て
の
み
、
健
康
恢

復
へ
の
道
が
あ
る
已
老
へ
筐
Ｌ
、
「
皇
帝
を
単
な
る
聯
合
竹
長
《
い
地
位
に
ま
で
抑
下
げ
」
ん
、
こ
す
る
も
の
、
ご
僻
す
る
の
で

あ
っ
に
。
ラ
ム
・
フ
レ
ヒ
ト
も
ま
た
「
。
フ
レ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
は
弧
力
な
る
主
椛
へ
の
逆
を
諾
邦
に
附
い
て
や
ら
う
ざ
し

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
叫
政
怖
淌
」
に
つ
堅
Ｌ
川
五

|’

’
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⑭

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
叫
此
怖
杓
」
に
つ
い
て
川
六

だ
」
、
ご
老
へ
る
の
で
あ
る
。
慥
か
に
こ
上
に
於
て
プ
ー
フ
ヱ
ン
ド
ル
フ
は
ド
イ
ツ
漸
邦
を
ぱ
既
に
「
同
盟
謝
叫
」
の
名
を

以
て
呼
ん
で
ゐ
る
。
ま
た
皇
帝
は
「
竹
長
，
で
こ
し
て
止
ま
る
べ
く
、
そ
れ
が
「
支
配
者
」
ご
な
ら
な
い
や
う
大
な
る
悴
戒

を
必
要
、
こ
す
る
こ
↓
こ
が
弧
訓
さ
れ
、
同
盟
諦
剛
の
「
参
郡
称
」
の
設
立
が
提
唱
角
一
れ
て
ゐ
ろ
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
純

然
た
る
閏
家
聯
合
へ
の
進
行
を
促
進
し
得
べ
き
．
切
の
も
の
」
が
避
け
ら
れ
る
一
」
”
こ
を
。
フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
望
ん
だ

ご
す
る
ヨ
ア
ヒ
ム
ゼ
ン
の
諭
は
、
修
大
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
裳
に
そ
の
限
り
に
お
い
て
こ
れ
を
「
改
雌

案
」
、
こ
呼
ぶ
こ
、
こ
も
、
『
皇
帝
を
恥
な
る
聯
合
竹
長
の
地
位
に
ま
で
押
下
げ
」
ん
尋
こ
し
に
も
り
こ
解
す
る
こ
ど
も
不
可
能

で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
に
ご
っ
て
「
ド
イ
ツ
の
病
的
な
状
態
が
何
に
堪
へ
得
る
か
ご

い
ふ
」
ざ
は
容
易
に
明
か
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
け
だ
し
「
い
か
な
る
愛
化
ご
」
い
へ
ざ
も
か
く
の
如
き
狄
態
に
對
し

て
は
、
激
烈
な
る
動
揺
を
及
ぼ
し
得
る
か
ら
」
で
あ
っ
た
。
き
れ
ば
こ
そ
折
角
の
「
琴
事
禽
」
の
提
案
も
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ

側
の
反
對
を
押
切
っ
て
ま
で
途
行
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
。
フ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
こ
の
提
案
の
匝
後
に
い
ふ
、

－
「
し
か
し
勿
論
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
が
か
く
の
如
き
参
事
御
の
設
立
を
應
諾
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
殆
ん
ざ
信
じ
得
ら
れ
な
い
や

う
に
思
は
れ
る
、
け
だ
し
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
は
自
己
の
推
力
を
市
民
的
な
程
度
に
制
限
さ
れ
る
｝
」
ざ
を
拒
否
し
て
ゐ
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
も
ド
イ
ツ
の
事
態
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
家
の
叫
系
が
断
絶
し
な
い
限
り
、
皇
帝
の
位
を
他
家
に
移
す
こ
さ

を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
が
既
得
の
椛
力
に
甘
ん
じ
て
、
諾
邦
に
將
す
る
支
配
樅
を
媒
求
し
な

い
や
う
、
そ
の
自
制
を
乞
求
む
く
さ
で
あ
る
。
諸
邦
さ
し
て
は
、
も
し
そ
の
椛
利
彩
犯
さ
る
れ
ぱ
断
然
一
致
し
て
こ
れ
に

反
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
己
。
（
五
十
）
か
く
て
要
す
る
に
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
根
本
的
態
度
は
、
内
に
三
十
年
戦
役



0

の
創
疾
未
だ
癒
え
ず
、
外
に
列
狸
の
虎
覗
耽
糞
た
る
も
の
あ
る
常
時
の
ド
イ
ツ
に
辛
侭
て
、
一
切
の
激
烈
な
る
錘
動
を
避

け
、
ひ
に
す
ら
「
内
部
の
和
合
」
を
維
持
せ
ん
ざ
す
る
に
あ
っ
た
こ
、
己
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
２
Ｌ
こ
上
に
彼

が
提
唱
す
る
ご
一
」
ろ
の
も
の
は
「
改
革
」
案
雪
こ
呼
ぶ
に
は
除
り
に
も
保
守
的
で
あ
り
現
状
維
持
的
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を

マ
ィ
ネ
ッ
ヶ
の
い
ふ
が
如
く
、
一
度
び
、
こ
ら
れ
た
邪
な
る
閏
家
聯
合
へ
の
逆
を
「
徹
底
的
に
経
り
ま
で
」
辿
ら
ん
ざ
す
る

も
の
を
解
す
る
こ
、
巳
も
、
適
枇
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
け
だ
し
ド
イ
ツ
は
こ
ｋ
に
至
っ
て
も
な
ほ
一
個
の
剛
家
さ
し
て

円
の
の
冒
冒
ｇ
な
る
単
数
形
を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
皇
帝
を
叩
な
る
聯
合
竹
握
の
地
位
に
ま
で

「
抑
下
げ
」
る
が
如
き
提
案
を
一
雁
は
し
て
ゐ
る
け
れ
ざ
も
、
こ
の
提
案
も
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
に
向
っ
て
弧
制
き
る
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
唯
諾
は
殆
ん
ざ
漁
想
さ
れ
御
な
い
も
の
、
こ
し
て
単
に
そ
の
自
制
が
「
乞
求
め
」
ら
れ
る

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
況
ん
や
そ
れ
は
一
フ
ム
プ
レ
ヒ
ト
の
い
ふ
が
如
く
「
弧
力
な
る
主
樅
」
へ
の
道
を
諦
邦
に
一
・
開
い

て
や
ら
う
ざ
し
た
」
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
に
ご
諦
邦
が
既
に
有
す
る
主
椛
に
近
き
椛
力
を
承
認
せ
ん
マ
ヒ
す
る
も
の
で

、

あ
る
。
な
る
ほ
ざ
諸
邦
は
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
に
よ
っ
て
そ
の
樅
利
を
侵
害
さ
れ
ん
ざ
す
る
さ
き
、
断
乎
さ
し
て
こ
れ
に
抵
抗

す
る
こ
さ
が
懲
皿
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
れ
、
こ
て
も
畢
尭
「
内
部
の
和
合
」
を
維
持
せ
ん
ざ
す
る
根
本
方
針
よ
り
出
づ

る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
か
く
の
如
く
し
て
「
諦
邦
の
、
川
ご
新
激
参
こ
が
ド
イ
ツ
内
に
確
乎
さ
し
て
存
立
す
る
限
り
、
モ

ン
シ
ア
ン
ゞ
ハ
ー
ノ
に
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
何
ら
か
の
地
位
が
鎧
さ
れ
る
で
あ
ら
う
」

言
葉
に
つ
い
て
も
ま
た
、
汗
人
は
そ
の
「
諦
邦
の
白
川
」
な
る
も
の
が
要
す
る
に

る
も
の
ｋ
自
山
ご
安
全
ざ
が
均
等
に
存
す
る
こ
さ
」
の
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た

し

フ
ー
ソ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
ィ
‐
シ
帝
凶
政
怖
術
」
に
つ
い
て

［

ご
い
ふ
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
自
身
の

「
勢
力
の
不
均
等
に
も
拘
ら
ず
あ
ら
ゆ

「
内
部
の
和
合
」
を
保
持
せ
ん
が
た
め

|ILI
『今

し

『



ﾄ

』

を
絶
、
り
に
い
ざ
恩
ふ
。

プ
ー
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
「
ド
イ
ツ
帝
脚
政
淌
輸
」
に
つ
い
て
川
八

に
過
ぎ
な
か
っ
た
》
」
、
こ
を
知
る
の
で
あ
る
。
（
狸
十
一
）
き
う
し
て
か
ｋ
る
「
内
部
い
和
合
」
提
咄
こ
そ
、
並
悪
に
近
い
現
蛮

の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
彼
が
抱
懐
－
９
る
統
合
ご
講
主
政
罷
さ
《
い
理
想
に
、
っ
て
の
許
さ
れ
碇
る
唯
一
の
努
力
で
あ
つ
だ
こ

い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
、
と
も
あ
れ
「
ド
イ
ツ
帝
剛
政
怖
諭
」
が
十
七
枇
紀
後
半
に
お
い
て
、
か
く
の
如
き
統
合
要
望

、

芭
君
主
政
罷
奪
砿
の
態
度
さ
↑
ぜ
以
て
「
内
部
の
和
合
」
↓
笹
商
咄
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
壼
己
は
、
決
し
て
忘
れ
ら
る
べ
き
で

以
上
本
稲
に
お
い
て
は
専
ら
い
は
ゆ
る
「
諸
邦
の
自
山
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
對
す
る
モ
ン
ッ
ァ
ン
＄
ハ
ー
ノ

の
態
度
を
考
察
す
る
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
ほ
モ
ン
ッ
ア
ン
ゞ
ハ
ー
ノ
が
有
す
る
眠
き
ド
イ
ツ
的
意
識
は
、
か
の
十

β

七
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
（
江
ツ
ク
愛
閏
心
（
国
胃
○
鼻
冒
菖
。
爵
目
こ
め
）
ご
」
も
和
通
す
る
も
い
あ
る
を
想
は
し
め
、
更
に
そ

れ
が
祁
聖
ロ
ー
マ
帝
國
に
お
け
る
ロ
ー
マ
的
傳
統
を
極
力
排
斥
す
る
こ
、
己
は
、
》
」
‐
奥
に
古
さ
帝
國
理
念
（
胃
ご
風
骨
⑦
）

に
代
る
新
に
な
る
そ
れ
の
生
長
を
老
へ
し
む
ろ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
他
の
機
會
に
談
っ
て
こ
の
拙
き
小
備

は
な
い
で
あ
ら
う
。

〔
一
）
、
⑦
ぐ
①
回
国
匡
の
Ｑ
①
夛
白
Ｏ
ｐ
熈
角
員
〕
ず
騨
冒
○
（
の
陰
【
ご
届
①
一
ぐ
○
口

●
●

蜀
匡
庁
門
旦
○
】
・
ｃ
己
⑦
の
冒
目
冒
冒
①
畠
⑦
⑦
司
冒
騨
昌
９
．

ｚ
騨
呂
号
日
①
厨
房
ロ
ロ
目
鼻
目
再
国
①
昌
○
冨
巨
〕
威
唱
』
邑
頒

堅

旦
①
門
鈩
匡
攪
、
ウ
①
庁
同
Ｒ
尉
国
ロ
ロ
。
声
①
国
巨
樹
⑦
頤
①
。
⑦
ロ
ぐ
○
口

句
己
蔚
の
堅
○
】
●
己
○
口
．
（
Ｃ
巨
の
二
⑦
口
巨
ご
ａ
切
目
会
①
ご
画
匡
『

ぐ
①
Ｈ
宮
厨
肩
冒
鴨
晒
⑦
、
。
胃
。
胃
⑦
Ｑ
①
切
旦
⑦
ご
房
○
ず
。
旨
詞
昌

。
｝
〕
①
の
一
口
三
国
昇
①
匿
弄
①
Ｈ
匡
昌
Ｑ
田
舎
①
匡
悶
⑦
岸
』
国
圏
口
旦
眉
凋

国
①
津
舎
）
言
α
ｇ
胃
石
己
．
ザ
ー
ロ
モ
ン
は
冒
巷
⑦
『
惇
と

大
文
字
に
し
て
ゐ
る
が
聯
通
常
小
文
字
で
記
さ
れ
．
る
。

○
一
）
一
七
一
○
年
の
報
告
に
ド
イ
ツ
内
の
み
で
三
十
批
部
を

超
え
た
と
あ
る
の
は
誇
張
と
さ
れ
る
。
鯉
一
○
日
○
口
雪
（
固
口
‐

冨
冨
ロ
輯
）
ぬ
、
臼
巨
冒
烏
門
匡
］
）
Ｑ
の
留
置
ｏ
胃
⑦
旦
貝

ロ
①
匡
の
Ｈ
①
口
、
斤
塑
煙
庁
の
－
ご
】
め
い
①
巨
切
○
ず
Ｐ
津
》
シ
［
口
。
●
○
ず
①
目
一
ｍ
ｍ
芦
》

●

、
．
得
い
、
嗣

卜

I
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